
















































































































































































































して作用することによって国民の日常を支配する統治原理でもある（Steger and Roy 2010）。

























考え方を継承するものであった（Steger and Roy 2010）。ジョン・ウイリアムソンが1989年に発
表した論文中で言及した10項目からなる「ワシントン・コンセンサス」は，1990年代の途上国支
援のルールとして確立され，ネオ・リベラリズムの影響力は，先進諸国にも増して発展途上国に及






















































































































































































を境界によって分けることを疑問視している（e.g. Pateman 1988：10–13；Phillips 2002：74–
75）。それでも，何人かのフェミニストはこの問題に言及しており，いずれも家族は市民社会の一



































































































トリア・バーナルとインダパル・グルワル（Bernal and Grewal 2014）は，フェミニストの運動
が影を潜め，代わってジェンダーの課題を取り上げる非政府組織の活動が活発になっていると述べ，
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